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大村智先生

1979年、土壌に住む様々

な微生物が作る物質から
寄生虫に効く薬効成分を発
見。熱帯病オンコセルカ症
の特効薬「イベルメクチン」
として、アフリカなどで１年
間で３億人を救っている。2015年

ノーベル医学生理学賞

1970年代から
各地の土壌を収集 努力＋運

開発期間： １０年以上
開発費用： １０００億円以上
成功する確率： ３万分の１

薬づくりはとても難しい



大村智先生

2015年
ノーベル医学生理学賞

1970年代から
各地の土壌を収集

私 スパコンで薬効成分を探す

これまでとこれからの薬づくり

特効薬の無い病気はまだ
まだたくさんある。

これまでとは違う新しい薬
づくりの方法が必要。

速い・安い・うまい薬づくり
に挑戦。

努力＋運

1979年、土壌に住む様々

な微生物が作る物質から
寄生虫に効く薬効成分を発
見。熱帯病オンコセルカ症
の特効薬「イベルメクチン」
として、アフリカなどで１年
間で３億人を救っている。



体は、多くの細胞と色々なタンパク質などからできている

細胞

化学物質（化合物）

たんぱく質

薬づくりの考え方



薬づくりの考え方

黄色の物質が、悪いたんぱく質にくっつくと病気になる



黄色の物質が、悪いたんぱく質にくっつかないように
青い物質でブロックすると病気にならない

薬づくりの考え方

黄色の物質が、悪いたんぱく質にくっつくと病気になる



薬づくりとは、病気の原
因タンパク質のポケット
にしっかりと結合する化
学物質をつくること

イレッサ

薬づくりのポイントとは？



コデイン

イレッサ

ジフェンヒドラミン

オセルタミビル ファモチジン

がんのクスリ インフルエンザのクスリ 胃のクスリ

カゼのクスリ カゼ、花粉症のクスリ

実際の薬の
色々なかたち



がんの薬を
探してみよう

イレッサ

薬の候補となる
化学物質の形
は無数にある



イレッサ

薬の候補となる
化学物質の形
は無数にある

理論上では
1000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000以上

（ゼロが60個）

がんの薬を
探してみよう



「京」を利用することで50％以上の予測正答率を実現！
タンパク質と数百種類の化学物質の結合を厳密に計算するのに

普通のコンピュータでは10年以上かかるが「京」は1週間で計算できる

「京」で薬をつくる

「京」による計算 普通のコンピュータでの計算

予測正答率
50％以上

予測正答率
5％程度

実際には、タンパク質は水の中で激しく動いているので、
タンパク質の形の変化に合わせた化学物質を探さなければならない
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